
応用線形代数—第６回レポート

東京工業大学　大学院　情報理工学研究科　数理・計算科学専攻
理学部　情報科学科

福田光浩

２０１４年度前期

提出〆切　６月９日（月） １５時まで

レポートボックス３ー３　応用線形代数
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によって張られるベクトル部分空間をX と定義する．b =
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のX への直交射影を（して得られたベクトル）求めよ．

2. S, T をRmのベクトル部分空間で T ⊆ Sとする（T = Sと T ⊊ Sのケースがあることに注意）．
b ∈ Rmとしたとき，cを bの Sへの直交射影，dを cの T への直交射影とする．もし d′が bの
T への直交射影だとすると，d = d′であることを証明せよ．
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